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デ
ィ
ル
タ
イ
の
扱
っ
た
間
題
は
、
至
る
所
未
解
決
の
ま
ま
散
在
し
て
い
る
。

彼
の
死
後
、
彼
の
思
想
を
発
展
さ
せ
た
人
々
の
活
動
に
よ
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の

先
見
性
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
に
お
い
て
解
決
さ
れ

た
問
題
、
完
成
さ
れ
た
著
作
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
『
精
神
諸
科
学
序
説
』
（
以

後
、
『
序
説
』
と
記
す
）
は
未
完
で
あ
り
、
心
理
学
に
関
す
る
論
文
は
晩
年
顧

み
ら
れ
な
く
な
り
、
『
精
神
諸
科
学
に
お
け
る
歴
史
的
世
界
の
構
成
』
（
以
後
、

『
歴
史
的
世
界
の
構
成
』
と
記
す
）
も
他
の
諸
論
文
、
他
の
草
稿
と
密
接
に
結

び
つ
き
、
そ
れ
自
体
で
完
結
し
て
い
な
い
。
彼
の
研
究
の
内
、
理
論
的
な
部
分

は
膨
大
な
草
稿
中
に
あ
る
。
最
近
、
そ
の
中
の
一
部
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
第

1
8
巻
、
第
1
9
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
彼
の
理
論
的
な
仕
事
に
関
す

る
研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
中
途
に
あ
り
、
今
後
刊
行
さ
れ
公
表
さ
れ
る
草
稿
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
が
変
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
彼
が
公
表
し
た
著
作
。
論
文
に
お
い
て
彼
の
思
想
の
特
徴
を
抽
出
し
、
そ

れ
を
も
と
に
草
稿
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
か
ら
、
公
表
さ
れ
た

著
作
や
論
文
に
お
い
て
彼
の
思
想
の
特
徴
を
指
摘
し
確
認
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
彼
の
思
想
的
位
置
づ
け
に
も
現
代
の
思
想
的
課
題
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
の
特
徴
が
「
了
解
」
に
お
い
て

顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
今
後
σ
「
了
解
」
論
の
方
向
づ
げ
を
行
う
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
了
解
」
概
念
に
は
徴
妙
な
二
重
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
何
に

由
来
し
、
何
を
も
た
ら
す
の
か
漠
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
二
重
性
と
は
、
「
了

解
」
が
、
一
方
で
は
認
識
論
的
た
間
題
に
従
属
し
、
学
間
の
方
法
で
あ
る
と
と

も
に
基
礎
づ
け
の
道
具
で
も
あ
り
、
他
方
で
は
、
「
客
観
的
精
神
」
の
世
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
）

生
き
て
い
る
人
問
の
存
在
の
仕
方
に
関
わ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
個
人

が
歴
史
を
了
解
す
る
の
も
、
個
人
自
体
が
歴
史
的
存
在
者
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
」
（
く
貝
崖
一
）
と
言
わ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
二
重
性
が
現
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
二
重
性
は
、
「
体
験
」
に
も
見
ら
れ
る
。
「
体
験
」
は
精
神
諸
科
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

お
げ
る
最
も
根
本
的
な
事
実
で
あ
り
、
L
か
も
同
時
に
「
実
在
把
握
の
形
式
」

と
解
さ
れ
る
。
「
生
が
生
を
と
ら
え
る
」
（
≦
H
L
鶴
）
と
い
う
表
現
か
ら
考
え

る
と
、
こ
の
よ
う
な
二
重
性
は
、
精
神
諸
科
学
に
お
け
る
宿
命
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
性
は
我
々
の
目
に
付
き
や
す
い
氷
山
の
一
角
で
あ

53　ディルタイにおける「了解」とr構造連関」



り
、
そ
の
部
分
を
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
よ
り
上
述
の
認
識
論
的
、
人
間
存
在
論

的
議
論
も
可
能
と
な
る
。
実
際
に
は
、
「
了
解
し
は
二
つ
の
頂
点
の
間
に
位
置

す
る
。
従
っ
て
、
本
来
の
「
了
解
」
論
は
そ
の
間
で
行
わ
れ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な

い
が
、
本
論
文
は
、
そ
の
二
重
性
に
注
目
し
、
そ
の
事
態
の
分
析
を
主
と
す

る
。
た
だ
し
、
直
接
「
了
解
」
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る
前
に
、
「
了
解
」
の

前
提
と
な
る
「
体
験
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
、
こ
れ
を
基
礎
に
置
く
。

「
体
験
」
と
は
「
内
的
な
」
「
構
造
的
統
一
体
」
（
く
貝
爵
）
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
基
本
的
機
能
は
「
感
知
」
（
H
昌
署
①
＆
9
）
と
し
て
示
さ
れ
る
。
「
体
験
」

は
「
構
造
的
統
一
体
」
で
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
全
体
と
部
分
と
の
関
係
が
あ

り
（
部
分
は
部
分
同
士
相
互
に
結
び
つ
き
な
が
ら
、
全
体
と
も
緊
密
に
関
わ

り
）
、
知
情
意
の
各
要
素
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
体
験
し
は
そ
れ
自

体
で
自
ら
の
内
容
を
感
じ
と
る
（
「
感
知
」
）
。
「
体
験
」
の
特
徴
と
は
、
「
常
に

自
已
自
身
を
確
信
」
て
い
る
」
（
＜
員
墨
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ン
ル
タ

イ
の
心
理
学
、
す
な
わ
ち
、
「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
体

験
」
を
基
礎
と
す
る
。
こ
の
心
理
学
は
、
「
内
的
経
験
の
分
析
」
（
く
一
ω
8
）
と

し
て
精
神
諸
科
学
の
基
礎
学
の
一
方
を
担
当
し
、
他
方
は
、
「
了
解
の
分
析
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
凹
、
四
。
O
．
）
と
L
て
の
解
釈
学
が
担
当
す
る
。

仕
方
と
基
礎
づ
げ
の
た
め
の
認
識
の
真
理
基
準
の
間
題
に
「
了
解
」
が
関
与

し
、
他
方
の
極
で
は
、
客
観
的
精
神
の
世
界
に
お
け
る
人
間
の
存
在
の
仕
方
と

連
関
す
る
。
こ
の
「
了
解
」
の
二
重
性
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
つ
の
極

か
ら
見
た
「
了
解
」
の
姿
で
あ
り
、
実
質
は
そ
の
中
間
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
了
解
」
が
認
識
論
的
に
考
察
さ
れ
て
い
て
も
、
人
間
存
在
論
的
間
題
が
介
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
間
存
在
論
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
際
に
も
、
認
識
論

的
間
題
が
入
り
こ
ま
ざ
る
を
得
た
い
。
「
了
解
」
に
お
け
る
認
識
論
的
傾
向
の

研
究
を
、
「
了
解
」
の
認
識
論
と
呼
び
、
「
了
解
」
に
お
げ
る
人
間
存
在
論
的
傾

向
の
研
究
を
、
「
了
解
」
の
存
在
論
と
呼
ぶ
と
、
両
者
は
本
来
交
錯
し
て
い
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
二
つ
の
「
了
解
」
論
の
交
錯
の
間
題
は
、
「
相
互
作
用
」
と
い
う
舞
台
で
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

在
化
す
る
。
自
已
と
外
界
と
の
、
い
わ
ぼ
、
「
同
化
」
と
「
調
節
」
の
ご
と
き

「
相
互
作
用
」
の
幅
は
、
き
わ
め
て
広
く
解
釈
で
き
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る

と
、
「
低
抗
経
験
」
と
呼
ぼ
れ
る
段
階
か
ら
学
間
的
認
識
に
至
る
ま
で
の
段
階

が
「
相
互
作
用
」
と
い
う
概
念
に
含
ま
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
初
め

に
「
了
解
」
が
可
能
と
な
る
根
拠
を
「
構
造
連
関
」
と
の
関
連
で
考
察
す
る
た

め
、
「
相
互
作
用
」
に
お
け
る
「
了
解
」
の
作
用
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
形

式
的
な
「
了
解
」
概
念
を
デ
ィ
ル
タ
イ
の
記
述
に
従
っ
て
述
べ
る
。

脳

　
解
釈
学
に
お
い
て
中
心
的
位
置
を
占
め
る
「
了
解
」
は
、
「
解
釈
学
の
成
立
」

と
い
う
論
文
で
明
確
に
認
識
の
問
題
に
所
属
す
る
と
宣
言
さ
れ
な
が
ら
、
ハ
イ

デ
ヅ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時
間
』
で
展
開
し
た
人
問
存
在
論
的
た
性
質
を
帯
び
て

い
る
。
つ
ま
り
、
一
方
の
極
で
は
、
認
識
論
と
し
て
、
精
神
諸
科
学
の
認
識
の

「
了
解
」
は
、
「
人
聞
の
歴
史
に
お
い
て
感
覚
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
か
ら
、

感
覚
に
は
決
し
て
現
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
外
的
な
も
の
に
お
い
て
現
わ

れ
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
に
遡
る
。
」
（
く
員
o
。
ω
）
ま
た
、
「
了
解
が
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
外
的
な
も
の
と
内
的
な
も
の
と
の
関
係
だ
げ
が
存
在
す

る
の
で
あ
っ
て
…
」
（
＜
員
C
。
睾
）
と
い
う
叙
述
か
ら
、
「
了
解
」
は
、
「
外
的



な
も
の
」
つ
ま
り
「
感
覚
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
」
か
ら
「
内
的
な
も
の
」
す

な
わ
ち
「
感
覚
に
は
決
し
て
現
わ
れ
な
い
」
も
の
へ
至
る
作
用
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
従
っ
て
、
重
ず
、
「
了
解
」
は
外
↓
内
と
い
う
運
動
と
し
て
規
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
「
了
解
の
形
式
。
我
々
に
と
り
部
分
と
し
て
定
め
ら
れ
た
個
々

の
事
物
か
ら
全
体
を
決
定
す
る
連
関
を
導
く
帰
納
し
（
く
月
曽
㎝
）
と
い
う
記

述
か
ら
、
「
了
解
」
は
個
↓
全
体
と
い
う
方
向
に
動
く
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら

に
、
「
こ
の
方
法
（
「
了
解
」
に
基
づ
く
方
法
の
こ
と
ー
引
用
者
注
）
は
二
重
の

方
向
に
動
く
。
個
別
に
向
か
う
方
向
で
は
、
個
か
ら
全
体
へ
、
ま
た
逆
に
全
体

か
ら
個
へ
、
そ
し
て
一
般
的
な
も
の
へ
向
か
う
方
向
で
は
、
一
般
的
な
も
の
と

個
別
的
な
も
の
と
の
問
に
同
じ
関
係
が
成
り
立
つ
。
」
（
く
員
崖
①
）
以
上
の
記
述

を
ま
と
め
る
と
、
「
了
解
」
運
動
は
、
外
↓
内
、
個
－
↓
全
体
、
個
れ
全
体
、
個

別
れ
一
般
、
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
部
分
と
全
体
と
の
運
動
に
ま

と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
◎
都
分
れ
全
体
、
①
個
↓
全
体
、
②
個
れ
全
体
、

③
個
別
れ
一
般
、
で
あ
る
。
◎
は
、
「
了
解
」
運
動
の
基
本
的
枠
組
で
あ
り
、

①
は
、
「
了
解
は
常
に
個
別
的
な
も
の
を
対
象
と
す
る
」
（
＜
一
N
嵩
）
と
い
う
よ

う
に
、
「
了
解
し
は
ま
ず
個
物
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
②
は
歴

史
的
研
究
に
お
い
て
、
③
は
一
般
的
体
系
的
理
論
に
お
い
て
。
「
了
解
」
が
作
用

L
て
い
る
場
合
の
動
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
◎
か
ら
③
ま
で
の
動
き
が
、
外
↓

内
と
い
う
「
了
解
」
の
動
き
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
／

　
次
に
、
「
了
解
」
の
対
象
に
観
点
を
移
す
と
、
そ
の
対
象
が
「
客
観
的
精
神
」

の
世
界
に
お
け
る
個
物
で
あ
れ
ぼ
、
そ
れ
は
「
構
造
的
」
な
連
関
が
固
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
他
人
で
あ
れ
ば
、
時
間
的
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
「
構
造
連

関
」
の
「
表
出
」
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
L
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
共
に

「
構
造
的
」
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
1

　
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
「
客
観
的
精
神
」
と
「
構
造
連
関
」
と
の
関
連

を
考
察
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
意
識
に
お
け
る
対
象
と
し
て
、
人
と
も
の
を
同

列
に
置
き
、
そ
の
対
象
は
み
た
、
我
と
汝
の
モ
デ
ル
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
精
神
が
客
観
化
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
、
我
と
汝
に
共
同
の
も
の
を
そ
れ
自

身
の
内
に
含
ん
で
い
る
」
（
く
月
8
0
。
）
そ
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
の
一
般
化
に

よ
り
、
「
客
観
的
精
神
」
が
規
定
さ
れ
る
。
「
個
人
問
に
成
立
す
る
共
同
性
が
感

覚
世
界
に
客
観
化
さ
れ
た
多
様
な
形
式
を
客
観
的
精
神
と
い
う
。
」
（
晒
；
・
ρ
）

ま
た
、
「
客
観
的
精
神
」
は
、
「
種
々
の
構
造
的
連
関
に
お
け
る
生
の
外
化
」

（
く
員
H
畠
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
我
々
は
客
観
的
精
神
を
理

性
か
ら
了
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
共
同
体
に
お
い
て
も
受
け
つ
が
れ

て
い
る
、
生
の
統
一
体
の
構
造
連
関
に
遡
及
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
」
（
＜
月

旨
O
）
以
上
か
ら
、
「
客
観
的
精
神
」
の
世
界
は
、
「
構
造
（
的
）
連
関
」
が
感

覚
世
界
に
客
観
化
さ
れ
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
構
造
（
的
）
連
関
」
が

拡
大
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
了
解
」
の
対

象
が
、
人
。
も
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
「
構
造
的
」
性
質
が
あ
る
と

言
え
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
「
構
造
的
」
と
い
う
術
語
の
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
こ
こ

で
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
構
造
」
概
念
を
略
記
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
「
構
造
」
を

自
ら
の
論
述
の
中
心
的
な
術
語
と
L
て
明
確
に
使
用
し
た
の
は
、
公
表
さ
れ
た

論
文
で
は
「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
の
構
想
」
（
以
後
、
「
構
想
」
と
記
す
）
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

降
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
ロ
ー
デ
ィ
の
指
摘
通
り
、
他
に
「
構
造
」
と
い
う
語

の
使
用
箇
所
が
、
「
構
想
」
前
に
も
あ
る
が
、
ま
だ
中
心
的
な
術
語
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
と
、
「
構
造
」
と
は
、
「
諸
過
程
が
交
代
し
、

心
的
な
構
成
要
素
が
偶
然
並
存
し
、
心
的
体
験
が
続
い
て
起
こ
る
中
で
、
個
々
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の
心
的
連
関
を
相
互
に
関
連
さ
せ
る
諸
関
係
の
総
体
L
（
＜
員
旨
）
で
あ
る
。

ま
た
、
「
心
的
生
の
構
造
」
と
は
、
「
知
情
意
の
様
々
な
過
程
が
一
つ
の
連
関
に

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
（
メ
賞
O
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
心
的
構
造
と
は
、

心
的
生
の
統
一
体
に
お
い
て
種
々
の
機
能
が
互
い
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ

る
」
（
く
貝
崖
一
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
主
体

の
内
的
状
態
に
お
げ
る
種
々
の
機
能
の
結
び
つ
き
の
総
体
を
「
構
造
連
関
」
と

呼
ぶ
の
で
あ
る
。
心
的
状
態
が
一
時
的
に
現
わ
れ
、
そ
し
て
消
え
去
る
の
に
対

し
て
、
「
構
造
連
関
」
は
安
定
し
て
お
り
、
時
が
た
つ
と
消
え
る
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
持
続
的
た
性
質
を
持
つ
。

　
以
上
の
「
構
造
連
関
」
に
由
来
す
る
性
質
を
、
「
構
造
的
」
特
性
と
呼
ぶ
と
す

る
と
、
先
述
の
「
客
観
的
精
神
」
の
世
界
に
お
げ
る
個
物
も
人
も
、
「
構
造
的
」

特
性
を
帯
び
て
い
る
圭
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
老
の
間
に
「
了
解
」
が
働

い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
体
の
「
構
造
連
関
」
と
客
体
に
お
い
て
客
観
化
さ
れ

た
「
構
造
的
」
特
性
と
の
問
に
、
そ
の
両
老
を
つ
な
ぐ
橋
の
よ
う
に
「
了
解
」

が
作
用
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
主
客
に
お
げ
る
「
構
造
」
上
の
「
同
形
性
」

（
o
匡
o
窯
α
§
仔
訂
6
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
了
解
」
の
可
能
性
が
保
証
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
同
形
性
」
を
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
特
に
「
同
種

性
」
（
Ω
匡
O
訂
｝
α
q
訂
6
と
呼
ぶ
。
。
「
同
種
性
」
の
意
味
す
る
と
一
」
ろ
は
、
人

問
は
皆
同
質
で
あ
っ
て
、
人
問
の
個
性
は
異
質
な
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
同
質
の
各
要
素
の
強
弱
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ

ル
タ
イ
に
よ
る
と
、
「
個
人
が
区
別
さ
れ
る
の
は
、
質
的
な
差
異
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
い
わ
ぼ
個
々
の
契
機
の
力
点
の
あ
り
方
に
よ
る
の
で
あ
る
。
」
（
く
月

昌
o
。
）
「
つ
ま
り
、
同
じ
機
能
、
同
じ
構
成
要
素
が
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
う
ち
に
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
強
度
に
よ
っ
て
種
々
の
人
問
の
索
質
は
区
別
さ
れ
る

に
過
ぎ
た
い
。
」
（
く
一
ω
置
）
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
個
性
が
同
質
の
要
素
の
強

度
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
「
個
性
化
の
内
的
原
理
し
と
呼

ぶ
。　

だ
が
、
同
質
な
個
物
や
人
の
間
に
「
了
解
」
が
働
く
と
は
言
う
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
。
そ
の
独
特
た
個
性
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
あ
る
操
作

が
「
了
解
」
に
加
わ
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
操
作
は
「
転
移
」
（
岸
彗
ω
．

君
ω
竃
g
）
と
い
う
術
語
で
示
さ
れ
る
。
通
常
、
そ
れ
は
　
「
投
入
」
と
訳
さ

れ
、
リ
ッ
プ
ス
に
代
表
さ
れ
る
「
感
情
移
入
説
」
と
誤
解
さ
れ
や
す
く
、
ま
た

デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
記
述
の
仕
方
に
も
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る

が
、
原
理
的
に
は
、
彼
が
「
解
釈
学
の
成
立
」
で
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
転
移
は
変
換
（
｝
實
路
◎
H
誉
邑
§
）
で
あ
る
。
」
（
メ
巳
。
置
）
「
変
換
」
と
は
、

自
已
の
個
性
を
形
成
す
る
各
要
素
の
強
弱
を
変
え
、
対
象
に
「
表
現
」
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
る
内
的
た
も
の
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
「
了
解
」
は
異
質
な
も
の
の
問
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、

同
質
で
は
あ
る
が
、
程
度
の
差
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
間
で
、
「
転
移
」
を

起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
根

拠
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
「
転
移
」
に
よ
り
可
能
と
な
る
「
了
解
」
の
根
底
に

は
、
「
構
造
連
関
」
及
び
「
構
造
的
」
特
性
が
あ
る
。
「
こ
の
構
造
連
関
は
『
認

識
過
程
の
根
底
を
た
す
』
も
の
で
あ
る
。
」
（
≦
H
L
ω
）

　
こ
れ
ま
で
は
、
「
了
解
」
の
根
拠
と
し
て
の
「
構
造
連
関
」
に
つ
い
て
考
察

し
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
「
了
解
」
と
「
構
造
連
関
し
と
の
別
の
関
わ
り
を
、

「
了
解
」
自
体
の
働
き
か
ら
考
え
る
。
す
で
に
、
形
式
的
に
は
、
前
に
述
ぺ
た
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の
で
、
以
下
は
さ
ら
に
、
内
容
の
観
点
か
ら
、
「
了
解
」
に
つ
い
て
論
述
し
、

続
い
て
、
「
了
解
」
と
「
構
造
連
関
」
と
の
二
重
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
了
解
」
の
内
容
は
、
そ
れ
だ
げ
で
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
体
験
・

表
現
。
了
解
し
の
三
老
の
連
関
が
先
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
了
解
」
の

内
容
に
直
接
入
る
前
に
、
そ
の
三
者
の
関
係
か
ら
、
「
了
解
」
内
容
に
近
づ
く
。

「
体
験
と
了
解
は
、
心
理
学
的
に
見
れ
ぼ
、
常
に
分
離
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

自
已
と
他
者
の
領
域
に
属
」
て
い
る
。
一
方
と
他
方
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
は
、
常

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
構
造
的
た
連
関
が
あ
り
、
そ
の
連
関

に
従
っ
て
、
他
者
の
追
体
験
は
自
分
の
体
験
と
の
関
連
づ
げ
を
通
し
て
の
み
可

能
と
た
る
。
」
（
＜
月
ω
旨
）
ま
た
、
「
体
験
の
表
現
が
体
験
と
、
了
解
が
そ
の

表
現
と
構
造
的
に
関
係
す
る
隈
り
、
精
神
諸
科
学
の
範
囲
に
属
す
る
固
有
な
形

象
が
生
ず
る
。
」
（
＜
月
ω
畠
）
以
上
の
叙
述
か
ら
、
三
者
の
関
連
が
「
構
造

的
」
、
す
な
わ
ち
、
知
情
意
に
代
表
さ
れ
る
統
一
的
連
関
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
三
者
は
、
「
体
験
」
さ
れ
た
も
の
が
、
「
表
現
」
さ
れ
、
そ

の
「
表
現
」
が
「
了
解
」
さ
れ
、
「
了
解
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
体
験
」
が

生
ず
る
、
と
い
う
関
係
に
な
る
。
そ
の
関
係
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
内
的
過
程

は
、
次
の
よ
う
に
た
る
。
す
な
わ
ち
、
「
体
験
」
に
お
い
て
知
情
意
（
と
そ
れ

に
関
連
す
る
も
の
。
以
下
同
様
）
と
し
て
統
一
さ
れ
た
内
的
た
も
の
が
、
「
表

現
」
に
お
い
て
そ
れ
と
対
応
す
る
知
情
意
の
統
一
体
と
し
て
固
定
さ
れ
、
そ
し

て
、
知
情
意
の
統
一
形
成
体
で
あ
る
主
体
が
、
そ
の
「
表
現
」
の
内
に
知
情
意

の
統
一
さ
れ
た
内
的
な
、
精
神
的
な
も
の
を
把
握
し
、
つ
ま
り
、
「
了
解
」
し
、

そ
の
統
一
を
「
体
験
」
と
L
て
定
着
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
「
了
解
」
す
る
主
体

と
「
了
解
」
さ
れ
る
対
象
（
「
表
現
」
）
は
、
「
了
解
」
を
介
し
て
「
構
造
的
」

に
連
関
し
て
い
る
と
と
も
に
、
「
体
験
・
表
現
・
了
解
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
内

部
に
お
い
て
「
構
造
的
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
構
造
連
関
し
が
知
情
意
の
統
一
連
関
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
。
だ

が
、
そ
の
統
一
は
知
情
意
の
各
要
素
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
密
接
に
結
び

つ
く
他
の
三
つ
組
を
内
に
含
ん
で
い
る
。
知
は
、
「
対
象
把
握
」
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
所
与
の
把
握
を
意
味
し
、
所
与
の
あ
り
方
（
全
体
に
お
け
る
部
分
の

あ
り
方
1
「
意
義
」
黒
宗
鼻
§
α
q
）
、
つ
ま
り
現
実
に
関
わ
る
。
清
は
「
構
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
は
「
構
造
連
関
」
の
中
心
に
位
置
し
、
原
動
力
と
な
る
。
さ
ら
に
、
情
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

対
象
や
自
ら
の
状
態
の
「
価
値
」
と
結
び
つ
く
。
意
は
、
意
図
お
よ
び
目
的
と

結
び
つ
き
、
そ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
の
努
カ
を
引
き
起
一
」
す
。
「
な
る
ほ
ど
、

精
神
的
物
理
的
統
一
体
が
そ
れ
自
身
の
内
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の

よ
う
な
点
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
統
一
体
に
と
り
そ
れ
自
身
の

意
志
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
げ
が
、
目
的
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

自
身
の
感
情
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
げ
が
、
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
自
身
の
意
識
に
と
り
確
実
で
明
白
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た

も
の
だ
げ
が
、
現
実
的
で
真
理
と
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
。
」
（
H
一

ω
o
）

　
以
上
の
「
構
造
連
関
」
の
構
成
（
実
際
に
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
結
び
つ
き
を

伴
う
が
）
を
も
と
に
、
「
了
解
」
概
念
の
検
討
か
ら
明
確
に
な
る
こ
と
は
、
「
了

解
」
の
内
容
上
の
「
構
造
的
」
特
性
と
、
そ
の
階
層
性
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ

る
よ
う
に
、
階
層
は
「
了
解
」
の
内
部
に
起
こ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
あ
る
「
了

解
」
と
他
の
「
了
解
」
と
の
間
に
も
成
立
す
る
。
先
の
論
述
か
ら
、
「
体
験
」

と
「
表
現
」
と
「
了
解
」
と
の
間
に
は
、
「
構
造
的
」
な
連
関
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
内
に
も
「
構
造
的
」
特
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
「
構
造

的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
部
分
と
全
体
と
の
連
関
が
あ
っ
て
、
知
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庸
意
の
統
一
（
お
よ
び
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
く
他
の
三
つ
組
の
統
一
）
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
了
解
」
が
「
構
造
的
」
特
性
を
持
ち
、
階
層
を

形
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
態
を
表
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
明
確
に
論
じ
て
い

な
い
が
、
そ
の
思
想
を
発
展
さ
せ
れ
ぼ
、
以
下
の
よ
う
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
に
従
い
、
「
了
解
」
論
を
発
展
さ
せ
た
場
合
、
「
相
互
作

用
」
と
い
う
舞
台
に
お
け
る
「
了
解
」
が
問
題
と
な
る
。
「
相
互
作
用
」
と
は
、

自
己
が
外
界
に
対
し
て
働
き
か
げ
る
と
同
時
に
、
外
界
が
自
己
に
働
き
返
す
こ

と
を
示
し
、
そ
こ
で
は
、
「
表
現
」
と
「
了
解
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
0
）

本
論
文
で
は
「
了
解
」
の
み
を
扱
う
。
「
相
互
作
用
」
と
い
う
舞
台
の
上
で
「
了

解
」
は
い
か
に
作
用
し
て
い
る
か
。
た
と
え
ば
、
読
書
に
つ
い
て
考
察
し
よ

う
。
書
物
を
読
み
、
そ
の
中
に
内
的
な
も
の
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
机
、
い

す
、
ラ
ィ
ト
、
ペ
ソ
、
紙
、
部
屋
、
家
な
ど
の
把
握
が
す
で
に
な
さ
れ
て
、
そ

れ
ら
の
意
味
の
階
層
が
内
体
の
内
に
形
成
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
読

書
に
お
け
る
「
高
次
の
了
解
」
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
「
基
本
的
了
解
」

が
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
。
そ
の
階
層
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ル
タ

イ
は
「
客
観
的
精
神
」
に
関
す
る
記
述
の
内
に
そ
の
断
片
を
残
し
て
い
る
。

「
客
観
的
精
神
と
い
う
領
域
は
、
生
活
様
式
、
交
際
の
形
式
か
ら
、
杜
会
が
定

め
た
諸
目
的
の
連
関
、
つ
凌
り
習
俗
、
法
律
、
国
家
、
宗
教
、
芸
術
、
科
学
、

哲
学
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
」
（
く
員
8
o
。
）
「
子
供
は
話
す
こ
と
も
知
ら
た
い
う
ち

に
、
す
で
に
共
同
性
を
伝
え
る
も
の
の
中
に
全
く
は
ま
り
こ
ん
で
い
る
。
ま

た
、
子
供
が
身
振
り
と
表
情
、
動
作
と
感
嘆
、
言
葉
と
文
章
た
ど
を
了
解
す
る

こ
と
を
学
ぶ
の
も
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
が
彼
に
い
つ
も
同
じ
も
の
と
し
て
現
わ

れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
意
味
し
表
現
す
る
も
の
と
の
関
連
も
い
つ
も
同
じ
も
の

と
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
個
人
は
客
観
的
精
神
の
世
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
」
（
く
月
8
o
．
c

　
次
に
、
ハ
ソ
マ
ー
を
例
に
、
「
了
解
」
の
「
構
造
的
」
特
性
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
ハ
ソ
マ
ー
を
使
用
す
る
際
、
そ
こ
に
我
々
は
深
遠
な
哲
学
を
求
め
た
り

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
使
用
す
る
目
的
の
も
と
に
、
ハ
ン
マ
ー
の
性
質
や

使
用
法
を
我
々
は
「
了
解
」
す
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時

間
』
で
見
審
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
了
解
」
は
受
動
的
な
作
用
で
は
な
く
、

能
動
的
で
主
体
の
側
の
要
求
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
対
象
の
あ
る
が
ま

ま
を
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
に
・
」
め
ら
れ
た
内
的
な
も
の
（
た
と
え

ぼ
、
「
有
意
義
性
し
嗣
＆
馨
慧
曽
訂
6
を
主
体
の
「
了
解
」
の
要
求
度
に
応
じ

て
「
了
解
」
す
る
の
で
あ
る
。
主
体
に
は
、
常
に
「
了
解
」
の
前
提
と
な
る
要

求
（
「
了
解
」
の
目
的
二
思
図
）
が
存
在
し
、
そ
の
要
求
を
満
た
す
よ
う
に
「
了

解
」
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
了
解
」
に
は
必
ず
感
情
が
伴
う
。
「
価
値
感
情
の

な
い
了
解
は
な
い
」
（
く
一
ω
鵠
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
了
解
」
す
る

対
象
へ
の
快
。
不
快
、
喜
び
・
悲
し
み
、
満
足
・
不
満
等
が
必
ず
「
了
解
」
に

含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
形
式
的
な
「
了
解
」
概
念
を
論
じ
た
際
に
、
外
↓

内
へ
の
動
き
と
し
て
「
了
解
」
は
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
了
解
し
が

「
対
象
把
握
」
と
い
う
事
実
的
な
も
の
の
把
握
を
行
う
一
」
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
了
解
」
は
現
実
と
関
わ
る
。
対
象
が
い
か
た
る
形
を
と
り
、
い
か
な

る
色
を
た
し
、
い
か
な
る
配
置
に
あ
る
か
…
、
と
い
う
箇
所
か
ら
「
了
解
」
は

出
発
す
る
。
そ
の
よ
う
な
対
象
の
あ
り
方
を
抽
象
化
L
て
得
ら
れ
た
関
係
が
、

先
に
述
べ
た
◎
か
ら
③
ま
で
の
「
了
解
」
の
形
式
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
了
解
し
の
「
構
造
的
」
特
性
と
階
層
性
の
記
述
か

∬



ら
、
「
相
互
作
用
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
「
相
互
作

用
」
と
い
う
概
念
で
顕
在
化
す
る
こ
と
は
、
主
体
の
「
体
験
」
と
客
体
の
「
表

現
」
の
「
了
解
」
と
い
う
場
に
は
、
何
層
に
も
わ
た
る
階
層
が
現
わ
れ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
階
層
は
、
「
構
造
的
」
な
性
質
を
持
つ
。

「
相
互
作
用
」
と
は
、
結
局
、
「
了
解
」
の
層
を
形
成
す
る
種
々
の
「
構
造
的
」

な
関
係
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
「
了
解
」
が
行
わ
れ
て
い
る
す

ぺ
て
の
段
階
で
、
知
情
意
に
基
づ
く
統
一
体
形
成
活
動
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
分
る
よ
う
に
、
「
了
解
」
と
「
構
造
連
関
」
と
の
関
わ
り

は
、
「
構
造
連
関
」
が
「
了
解
」
の
根
拠
と
な
る
と
と
も
に
、
「
了
解
」
の
内
容

に
も
関
連
し
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
了
解
」
の
根
拠
に
「
構
造
連

関
」
が
関
わ
り
、
そ
の
場
合
の
「
了
解
」
が
表
面
化
す
る
時
、
「
了
解
」
の
認

識
論
が
現
わ
れ
、
ま
た
、
「
了
解
」
の
作
用
の
内
容
と
し
て
「
構
造
連
関
」
が

関
係
し
、
そ
の
場
合
の
「
了
解
」
が
表
面
化
す
る
時
、
「
了
解
」
の
存
在
論
が

間
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
i
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
本
来
の
哲

学
的
傾
向
が
「
生
」
の
存
在
論
に
あ
る
と
『
存
在
と
時
間
』
（
第
4
9
節
の
注
1
）

で
み
な
し
て
い
た
が
、
以
上
考
察
L
て
き
た
よ
う
に
、
「
了
解
」
の
認
識
論
と

「
了
解
」
の
存
在
論
と
の
関
係
は
、
一
方
を
単
純
化
し
て
他
方
に
解
消
し
う
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
両
者
の
内
的
連
関
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
根
本

的
な
諸
傾
向
か
ら
把
握
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
本
論
文
は
、
そ
の
序
論
を

述
べ
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
課
題
は
今
後
に
待
た
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、
た

だ
し
、
少
な
く
と
も
冒
頭
に
示
し
た
、
「
了
解
」
の
二
重
性
の
理
由
の
一
つ
に
、

こ
の
よ
う
な
「
了
解
」
と
「
構
造
連
関
」
と
の
二
重
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
根

拠
に
関
わ
る
と
と
も
に
内
容
に
も
関
連
す
る
と
い
う
関
係
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

　
　
　
注

　
　
本
稿
で
使
用
し
た
全
集
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
オ
H
■
饒
固
■
竃
O
H
い
↓
顯
固
k
Ω
同
ω
婁
竃
㈲
■
↓
向
ω
O
饒
勾
H
司
↓
詞
之
’
①
．

　
　
声
艮
ゴ
ω
g
ヰ
σ
q
胃
什
由
．
ρ
↓
g
げ
馬
H
H
⑩
留
．

　
　
な
お
、
全
集
か
ら
の
引
用
は
次
の
よ
う
に
表
記
L
た
。

　
　
例
、
メ
ω
8
ー

　
こ
れ
は
、
全
集
第
五
巻
㎜
ぺ
ー
ジ
を
意
味
す
る
。

　
（
1
）
　
拙
論
、
「
精
神
諸
科
学
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
了
解
』
概
念
」
、

　
　
哲
学
・
思
想
論
叢
、
第
二
号
、
一
九
八
四
年
参
照
。

　
（
2
）
　
荒
井
武
、
「
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
」
、
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
、

　
　
第
三
巻
第
一
号
、
2
4
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
拙
論
、
前
掲
論
文
、
5
0
頁
参
照
。

　
（
4
）
　
O
ゴ
ト
艮
晶
具
『
湯
＜
亭
◎
一
〇
σ
q
庁
宗
｝
、
艮
①
；
σ
q
g
O
P
爵
ま
一
＞
門
－

　
　
昌
竃
匡
o
◎
－
ぼ
岩
賢
一
p
崖
∫
り
．
崖
．

　
（
5
）
・
｛
二
声
ぎ
芦
黒
R
℃
ぎ
一
畳
⑦
量
～
鋏
§
9
婁
戸
オ
．
夢
プ
ー

　
　
茅
饒
昌
目
讐
畠
竃
一
ω
．
お
ー

　
（
6
）
o
市
二
く
貝
胃
1

　
（
7
）
o
ゴ
メ
8
9
賞
◎
．

　
（
8
）
o
｛
ニ
メ
曽
卜

　
（
9
）
o
㌘
く
一
8
9
曽
⑪

　
（
1
0
）
　
拙
論
、
前
掲
論
文
、
注
（
1
）
参
照
。
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（
n
）
　
さ
ら
に
、
「
こ
の
了
解
は
、
子
供
の
片
言
の
了
解
か
ら
、
　
ハ
ム
レ
ヅ

　
ト
や
理
性
批
判
の
了
解
に
至
る
ま
で
お
よ
ぶ
。
石
、
大
理
石
、
音
楽
と
し

　
て
つ
く
ら
れ
た
響
き
か
ら
、
態
度
、
言
葉
と
書
物
か
ら
、
行
為
、
経
済
秩

　
序
そ
し
て
制
度
か
ら
、
同
じ
人
間
精
神
が
我
々
に
語
り
か
け
、
そ
の
解
釈

　
を
要
求
」
て
い
る
」
（
く
一
讐
o
．
C
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
も
り
も
と
。
つ
か
さ
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
。
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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